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 計 11 人の患者が妊娠経過中に急性白血病と診断され，年齢中央値は 31 歳（20‐36 歳）
であった．急性骨髄性白血病は 8人，急性リンパ性白血病は 3人であった．6人が妊娠初期，
1人が妊娠中期，4人が妊娠後期に急性白血病と診断された．妊娠初期に診断された 6人の
うち 5 人が化学療法開始前に人工中絶を受け，残る 1 人は化学療法施行後に選択的人工中
絶を受けた．妊娠中期あるいは後期に診断された計 5 人の患者全員が生児出産に至った．
調査施行時点では，妊娠初期に診断された 6人のうち 2人が急性白血病の再発で死亡し，4











































１）急性白血病合併例が妊娠 10,000 例に 1 例という根拠は，2005 年に報告された海外の
論文から用いた． 
２）神奈川県内の年間妊娠数は約 86,000件，日本全国の年間妊娠数は約 150万件であり過
去 11 年間の調査で 11 例は少ない．妊娠経過中に急性白血病を合併する頻度は実際はもっ
と少ない印象を受けた． 




















































３）3 例のうち 1 例は診断時に高度な DIC を合併しており，分娩がリスクとなるため妊娠
継続で化学療法を開始している．他の 2例は，妊娠 32週以降であれば児の救命率 100％と
いうことであったため少しでも出生後の救命率が上がるように妊娠継続で化学療法を開始
した． 
４）今回の研究では精神面のフォローにつては調査が行えていない．非常に重要なことで
あり，今後積極的に介入が必要であると考える，との回答があった． 
 
 その他にもいくつかの質問があったが，いずれも適切な回答が得られた． 
 以上の審査より，本研究は急性白血病合併妊娠の母子の管理および化学療法と女性妊孕
性に有用な知見を与えるものとして，博士（医学）の学位に値するものと判定された． 
 
 
